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文
禄
の
役
（
壬
辰
の
乱
）
に
お
け
る
日
本
、
朝
鮮
、
明
医
学
の
交
わ
り

〔
要
旨
〕
韓
医
学
は
、
豊
臣
秀
吉
の
戦
争
を
契
機
に
最
大
の
影
響
を
日
本
に
与
え
た
。
そ
の
中
心
は
多
量
な
李
朝
版
医

書
と
出
版
技
術
の
伝
来
で
あ
っ
た
が
、
人
材
も
渡
来
し
た
と
さ
れ
る
。
長
宗
我
部
家
も
朝
鮮
半
島
に
出
兵
し
、
複
数
の

医
師
を
連
れ
帰
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
、
金
徳
邦
と
い
う
医
師
が
い
た
と
さ
れ
る
。
金
徳
邦
は
明
人
雲
海
に
学
ん
だ
。

文
禄
二
年
に
土
佐
に
連
れ
て
こ
ら
れ
、
来
日
後
一
年
間
は
、
治
療
効
果
を
見
せ
ず
、
薬
害
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
を

恥
じ
て
、
朝
鮮
の
風
土
と
は
違
う
日
本
向
き
の
薬
法
に
改
め
、
以
来
治
療
効
果
を
上
げ
て
信
望
を
高
め
た
と
あ
っ
た
。

金
徳
邦
の
医
術
（
雲
海
士
流
）
は
、
金
徳
邦
の
死
後
、
長
生
庵
了
味
（
桑
名
将
監
）
・
桑
名
玄
徳
、
粉
川
家
（
粉
川
春

與
）
、
村
上
家
（
村
上
渓
南
）
に
伝
承
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
雲
海
士
流
、
文
禄
の
役
、
韓
医
学
、
金
徳
、
経
東
、
金
徳
邦

１

２

３

松
岡
尚
則
・
山
下
幸
一
・
村
崎
徹

Ｄ
高
知
大
学
医
学
部
腫
瘍
局
所
制
御
学

助
高
知
大
学
医
学
部
麻
酔
・
救
急
・
災
害
医
学

印
神
戸
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
環
境
応
答
医
学
講
座
環
境
医
学
分
野

日
本
医
史
学
雑
誌
第
五
十
二
巻
第
二
号
平
成
十
八
年
一
月
十
一
日
受
付

平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
発
行
平
成
十
八
年
五
月
十
四
日
受
理
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一
五
九
二
～
九
八
年
間
の
二
度
に
わ
た
る
文
禄
・
慶
長
の
役
に
お
い
て
、
日
本
に
大
量
の
韓
籍
や
韓
版
漢
籍
、
人
材
が
伝
来
し
た
と

（
１
）

さ
れ
る
。
長
宗
我
部
家
も
朝
鮮
半
島
に
出
兵
し
、
医
師
を
連
れ
帰
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
、
金
徳
と
い
う
医
師
が
い
た
と
さ
れ
る
。
金

徳
の
医
学
の
系
譜
、
そ
の
内
容
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
不
明
と
さ
れ
る
。
今
回
、
こ
れ
に
対
し
て
調
査
を
行
っ
た
。

自
序

新
一
匙
〈
著
慶
拠
隼
間
甲
量
／
圏
ノ
良
腎
長
四
徳

木
卜
云
人
曾
孫
§
墨
ｆ
色
靭
鮮
圃
ノ
日
官
金
徳
都

卜
号
令
１
技
仏
掬
ナ
リ
共
後
田
中
齢
鹸
ニ
サ
；
今

謬
・
倶
家
２
フ
共
家
々
一
息
し
子
偉
皆
己
受
ワ
以
手
。
）
或
唖

其
門
二
入
γ
ィ
億
劫
鉄
グ
以
テ
枝
サ
金
侍
暴
人
鈴
ナ

リ
暑
京
師
遊
撃
ノ
衷
術
写
矢
坂
ノ
思
添
磨
先
隻
号
ヒ
テ

蘭
鋪
？
叩
夕
其
後
冬
今
拭
堯
喪
毒
見
ｙ
縮
戎
よ
グ
ム
ｆ
島

小
潮
癒
霧
残
貫
臓
倒
Ⅱ
側
剛
剛
剛
脈
州
ｕ
剣
劇
剰
川
い

旦
金
毛
山
一
盃
し
識
亀
濁
二
沈
互
蚤
ハ
何
／
益
カ
ー
ァ
薊
竺
醒

葡
天
了
氏
今
《
盲
、
き
４
，
灸
ｙ
索
一
馬
２
７
普

ダ
景
卜
詮
方
久
通
二
参
予
北
欽
言
縁
叉
障
歓
〃
徐
々
一
等

量
理
斗
呆
憲
了
Ｘ
誉
掻
二
曾
轟
治
子
，
能
雄
君
急

ワ
。
典
奉
閲
患
テ
得
牟
良
大
挺
夢
掻
ノ
街
二
急
黒
人
。
此

懲
り
鼠
グ
弘
ク
笹
１
蕊
Ｘ
予
力
本
後
牟
，

陸
奥
福
島
水
郷
太
仲
元
貰
さ

緒
言

図1「鍼灸極秘伝」の自序

金徳邦→長田徳本→田中知新→原恭庵→木邨元貞の

系譜がみられた。「鍼灸極秘伝一巻』には慶長年間

甲斐の国の良医長田徳本が朝鮮国の医官金徳邦に

授かった術であると記載されている。

金
徳
に
関
わ
る
関
連
書
一
覧
を
表
１
に
示
す
。
こ
れ
ら

の
中
で
、
金
徳
は
朝
鮮
国
の
医
官
と
さ
れ
、
経
東
、
金
徳
、

金
徳
邦
、
金
徳
許
、
金
徳
許
徳
原
、
金
得
拝
、
金
得
許
と

も
書
か
れ
て
い
た
。
「
鍼
灸
極
秘
伝
」
（
図
１
）
の
自
序
に

は
金
徳
邦
↓
長
田
徳
本
↓
田
中
知
新
↓
原
恭
庵
↓
木
邨
元

方
法

高
知
市
民
図
書
館
、
高
知
県
立
図
書
館
、
武
田
科
学
振
興
財

団
杏
雨
書
屋
京
都
大
学
図
書
館
、
エ
ー
ザ
イ
内
藤
記
念
く
す

り
博
物
館
、
高
知
大
学
図
書
館
、
森
ノ
宮
学
園
は
り
き
ゅ
う
ミ

ュ
ー
ジ
ァ
ム
、
お
茶
の
水
図
書
館
（
茶
図
成
寶
）
、
ソ
ウ
ル
大

学
奎
章
閣
の
資
料
を
利
用
し
、
調
査
し
た
。

結
果
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貞
の
系
譜
が
み
ら
れ
た
。
『
鍼
要
集
』
（
図
２
）
に
は
雲
海
士
↓
金
徳
↓
桑
名

（
２
）

玄
徳
の
系
譜
が
み
ら
れ
た
。
明
人
の
雲
海
は
師
を
尋
ね
て
四
方
を
遊
歴
し
、

遂
に
補
潟
の
法
、
死
生
の
訣
を
得
、
の
ち
朝
鮮
の
金
徳
が
こ
れ
に
師
事
し
、

悉
く
そ
の
伝
を
淑
す
る
こ
と
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
さ
れ
る
。
文
禄
の
役

蔬
患
錨
癖
哩
棋
餐
熱
懲
斡
会
先
皇
患
識
繊
翻
蜜
謹

鋳
撫
識
鋳
迩
奪
暴
議
鍵
懲
野
悪
適
職
職
溌
蚤

一
：
》
舞
蕊
『
浄
顯
等
溌
謹
認
驫
錘
寧
鶴
急
嬢
雛
感
識
溌
鐸
垂
一

鍋
謡
溌
錨
一
一
正
一
》
嬢
織
錘
鶴
鍵
凝
議
識
魏
琴
』

…
■

…
？
■
〆

漉
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溌
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識
溌
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溌
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蕊
蕊
域
織
撮
癖
琴

を
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蕊
寵
零
一
篭
農
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劃
蕊
奄
織
誕
極

鐸
露
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蕊
蕊
罷
号
蕊
窪
津
通
霊
韓
謹
塞
蕊
零
霊
識
溌
懇
琴
準
》
一
一

薙
忍
競
瀞
勢
壌
弓

説
‐
画
射
⑭
軋
制
・
蹄
ｂ
ｕ
側
、
副
Ｆ
４
ｂ
Ｐ
虫
‐
弔
別
射
勾
‐
釧
局
等
憩
弓
母
子
曜
盟
ハ
ロ
討
了
副
盟
『
凸
ｎ
ｈ
Ｆ
噌
説
・
・

灘
懲
畿
冬
鞠
燃
嬢
迩
驫

謬
譲
蕊
建
議
拠
蕊
恥
差

許
“
冒
此

－工』b~』

図2『鍼要集』叙

明人の雲海は師を尋ねて四方を遊歴し､遂に補濾の法、

死生の訣を得、のち朝鮮の金徳がこれに師事し、悉く

その伝を淑することを得ることができたとされる。桑

名玄徳の祖は金徳を捕虜にして凱旋したが、玄徳はこ

れに師事して術を得て一言にしたのが、「鍼要集」と

する。
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Ｆ
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７
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ヲ
ク

鐸
熱
霧
卜
・
亨
窮
零
騨
鍛
や
う
亮
憾
鍬
慰

湊
蕊
蕊
騒
育
脅
一

”
置
夢
曇
鴬
鐙
畷
《
恵
蕊
薇
織
『

図3「理穴集』（京都大学蔵）

金得拝が朝鮮国の良医で、土佐に渡ってきたことが示され、捕獲さ

れた時のことが、書かれている。
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図4『岩瀬本」

「玄徳老人ノ撰ミ寄セラルル停ノ穴」と書かれており、『岩瀬本』の書写した

ものは桑名玄徳の弟子であった可能性がある。「理穴集」（京都大学蔵）では

金得拝、朝国だったものが、『岩瀬本」では金得許、胡国となっていた。

の
お
り
、
長
宗
我
部
元
親
の
兵
長
で
あ
っ
た
桑
名
玄
徳
の
祖
は
金
徳
を
捕

虜
に
し
て
凱
旋
し
た
が
、
玄
徳
は
こ
れ
に
師
事
し
て
術
を
得
て
一
書
に
し

た
の
が
、
『
鍼
要
集
」
と
す
る
。
『
両
東
唱
和
後
録
」
に
は
、
村
上
渓
南
が
朝

鮮
通
信
使
団
一
行
の
医
官
、
奇
斗
文
と
対
談
し
、
村
上
渓
南
の
祖
が
金
得

（
２
）

邦
よ
り
鍼
術
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
『
理
穴
集
』
（
図
３
）

で
は
、
金
得
拝
と
書
か
れ
て
い
る
写
本
（
京
都
大
学
蔵
）
と
金
得
許
と
書

（
ワ
】
）

か
れ
て
い
る
岩
瀬
本
（
図
４
）
、
金
徳
許
徳
原
と
書
か
れ
た
本
王
－
ザ
イ

く
す
り
博
物
館
蔵
）
が
存
在
し
た
。
『
土
佐
物
語
」
に
よ
る
と
、
金
徳
は
文

禄
の
役
で
捕
虜
と
な
り
文
禄
二
年
に
土
佐
に
来
た
と
さ
れ
る
。
『
隠
峯
全
書
」

に
は
「
又
於
望
地
浦
尖
山
之
戦
。
大
立
、
与
宋
大
立
、
金
徳
邦
。
大
有
捕

獲
。
」
、
『
湖
南
節
義
録
」
に
は
「
忠
武
李
公
舜
臣
同
殉
参
佐
諸
公
興
陽
（
三

十
三
人
）
金
徳
邦
」
の
記
載
を
認
め
た
。
「
詰
謀
記
事
」
に
は
「
金
徳
ハ
新

居
に
居
た
る
と
い
ふ
」
と
あ
り
、
高
岡
郡
新
居
村
に
住
み
医
師
を
続
け
た

が
、
『
土
佐
崎
人
伝
」
に
は
、
「
初
め
一
年
の
間
、
治
療
を
施
せ
ど
も
験
な
く
、

人
命
を
あ
や
ま
る
事
多
し
。
異
国
に
も
庸
医
あ
り
と
て
、
人
皆
識
笑
す
」

「
経
東
且
暫
且
患
ひ
て
久
し
く
籠
居
」
「
朝
鮮
日
東
土
等
し
か
ら
ず
、
人
性
ま

た
異
な
る
こ
と
を
さ
と
り
」
「
是
よ
り
薬
剤
あ
や
ま
ら
ず
、
活
死
起
源
の
功

著
し
」
の
記
載
が
あ
り
、
来
日
後
一
年
間
は
、
治
療
効
果
を
見
せ
ず
、
薬

害
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
を
恥
じ
て
、
朝
鮮
の
風
土
と
は
違
う
日
本
向
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森貞濟蔵經東書

｢土佐崎人傳』に記載されている経東肉筆の書の影写。「土

佐崎人傳」の原典は第二次世界大戦で消失したが、高知市

民図書館若尾文庫に影写が残っている。

図 5

き
の
薬
方
に
改
め
、
以
来
治
療
効
果
を
上
げ
て
信
望
を
高
め

た
と
あ
っ
た
。
「
土
佐
崎
人
傳
」
に
は
、
「
腎
虚
、
掲
宿
補
精

爲
可
、
今
診
豚
候
、
左
右
手
六
部
豚
、
中
心
肺
浮
數
、
必
是
、

心
虚
血
所
、
而
虚
鮎
風
鮎
上
攻
、
倣
生
頭
痛
耳
痛
之
證
、
須

以
補
之
氣
助
血
、
使
肥
膚
紅
潤
、
使
心
部
鎮
定
、
使
頭
風
躯

逐
、
則
其
根
永
差
突
」
と
い
う
医
案
の
後
に
、
森
貞
済
蔵
経

東
書
と
い
わ
れ
る
経
東
肉
筆
医
案
の
影
写
（
図
５
）
「
弥
五
郎
、

今
診
豚
、
腎
部
極
虚
、
故
下
道
虚
冷
、
或
腹
痛
或
虚
熱
上
攻
、

頭
痛
等
證
。
須
以
治
中
湯
加
兎
活
防
風
、
連
用
七
八
服
。
毎

一
貼
水
二
蓋
煎
至
一
蓋
、
食
前
空
心
温
服
。
忌
生
冷
鶏
猪
酷

豆
泡
食
副
卵
蒜
雀
肉
等
物
」
と
い
う
医
案
が
載
録
さ
れ
て
い

た
。
慶
長
初
期
に
鎌
田
勘
之
丞
（
家
時
）
に
よ
り
書
か
れ
た

（
３
）

と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
治
代
普
顕
記
」
に
は
、
当
時
の
上
方
に

お
け
る
主
要
な
医
学
の
流
派
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

中
に
、
「
先
年
元
親
代
高
麗
よ
り
渡
海
き
ん
と
流
」
と
の
記
載

が
あ
っ
た
。
『
土
佐
物
語
」
〈
資
料
１
）
に
は
、
「
伏
見
へ
も
召

し
上
げ
ら
れ
、
経
験
の
功
を
顕
は
し
け
れ
ば
、
京
都
に
も
外

に
ま
た
医
工
無
き
が
如
く
な
り
し
か
ぱ
、
そ
の
頃
の
大
医
深

く
是
を
憤
り
、
饗
応
を
設
け
経
東
を
請
じ
入
れ
て
、
鳩
毒
を
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文
禄
・
慶
長
の
役
に
秀
吉
軍
が
略
奪
し
た
書
籍
は
、
船
数
艘
・
笥
数
十
・
車
数
台
・
数
千
巻
と
も
い
う
。
当
理
由
で
十
六
世
紀
ま
で

の
あ
ら
ゆ
る
書
籍
が
、
韓
半
島
か
ら
ほ
と
ん
ど
失
せ
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
活
字
ば
か
り
か
印
刷
工
ま
で
連
れ
て
来
た
の
で
、
日
本
で
は

（
“
４
）
｛
毎
Ｊ
）

医
書
も
活
字
出
版
が
急
激
に
流
行
し
た
。
そ
れ
以
前
に
日
本
で
印
刷
出
版
さ
れ
た
医
書
（
整
版
）
は
、
わ
ず
か
数
書
し
か
な
い
。
文

禄
・
慶
長
の
役
の
後
、
僧
侶
惟
政
は
宗
義
智
の
仲
介
で
、
伏
見
城
に
て
徳
川
家
康
に
拝
謁
し
て
い
る
。
家
康
は
文
禄
・
慶
長
の
役
に
参

戦
し
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
、
関
係
修
繕
の
た
め
朝
鮮
人
の
送
還
を
約
束
し
た
。
慶
長
十
年
四
月
、
惟
政
帰
国
。
五
月
、
宗
義
智
は
朝

鮮
人
の
送
還
を
行
っ
て
い
る
。
朝
鮮
は
家
康
が
関
係
修
繕
を
求
め
る
国
書
を
送
る
こ
と
、
九
代
国
王
成
宗
、
十
一
代
国
王
中
宗
の
墓
を

荒
ら
し
た
犯
人
を
送
る
こ
と
を
条
件
に
、
日
本
と
国
交
を
結
ぶ
こ
と
と
し
た
。
慶
長
十
二
年
正
月
、
呂
祐
吉
ヨ
ウ
キ
ル
）
ら
刷
還
使

（
１
）

（
朝
鮮
人
の
送
還
を
役
目
と
す
る
者
）
が
日
本
へ
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
朝
鮮
に
帰
っ
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
に
お
い
て

（
６
）

死
亡
し
た
も
の
、
帰
国
せ
ず
日
本
に
定
住
し
た
も
の
等
も
多
い
と
さ
れ
る
。
李
朝
か
ら
の
渡
来
医
人
は
、
伝
存
史
料
の
み
で
十
名
を
越

（
４
）

す
と
さ
れ
る
が
、
金
徳
は
こ
う
し
た
医
師
の
な
か
の
一
人
で
あ
っ
た
。
高
知
（
土
佐
）
に
は
多
く
の
朝
鮮
人
が
在
住
し
、
影
響
を
与
え

た
と
さ
れ
る
。
鰹
の
タ
タ
キ
は
江
戸
時
代
（
中
期
以
降
）
鰹
の
火
焼
（
ほ
や
き
）
鰭
と
呼
ば
れ
た
料
理
で
あ
る
。
皮
だ
け
火
あ
て
に
し
、

冷
た
い
水
に
と
っ
て
冷
ま
し
、
水
分
を
き
っ
て
か
ら
つ
く
り
、
塩
と
酢
を
か
け
て
ふ
り
か
け
て
も
み
、
酢
が
白
く
濁
っ
た
ら
、
そ
の
酢

を
き
っ
て
器
に
盛
る
。
薬
味
は
ユ
ズ
の
新
芽
の
刻
ん
だ
も
の
。
ニ
ン
ニ
ク
を
添
え
る
の
は
土
佐
特
有
の
食
慣
だ
が
、
こ
れ
は
こ
の
地
に

進
め
た
り
。
経
東
是
を
食
し
て
、
そ
の
鳩
毒
な
る
事
を
知
り
て
言
ひ
け
る
は
、
「
是
程
の
毒
を
ぱ
忽
ち
解
す
る
事
は
い
と
易
し
、
さ
れ
ど
も

今
死
せ
ず
ん
ぱ
必
ず
刀
刃
の
難
遁
る
べ
か
ら
ず
。
如
か
じ
、
今
死
せ
ん
に
は
」
と
て
、
懐
中
よ
り
四
寸
四
方
ば
か
り
の
一
つ
の
書
籍
を
取
り

出
だ
し
、
「
こ
れ
万
民
を
救
う
の
書
な
り
と
い
へ
ど
も
、
日
本
人
に
伝
ふ
る
は
遺
恨
な
り
」
と
て
、
火
の
中
へ
投
げ
入
れ
焼
き
捨
て
、
そ
の

身
も
程
な
く
死
し
た
り
け
り
。
」
と
毒
殺
に
て
死
亡
し
た
記
載
を
認
め
た
。

考
察
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（
７
）

慶
長
以
後
住
ま
い
し
た
朝
鮮
半
島
の
人
達
の
食
習
慣
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
も
、
緩
く
ム
ッ
）
と
朝
鮮
で
は
い
わ

れ
る
「
か
し
豆
腐
」
、
縄
で
縛
っ
て
肩
に
担
げ
る
と
も
言
う
固
い
豆
腐
で
朝
鮮
式
の
豆
腐
で
あ
る
唐
人
豆
腐
（
い
な
か
豆
腐
）
、
朝
鮮
の

犬
の
皮
を
細
か
く
切
っ
て
揚
げ
た
食
べ
物
と
形
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
ケ
ン
ピ
（
乾
皮
・
犬
皮
）
な
ど
多
く
の
影
響
を

土
佐
に
及
ぼ
し
て
い
る
。
土
佐
の
大
名
で
あ
る
長
宗
我
部
家
の
長
宗
我
部
と
い
う
姓
は
、
秦
（
波
多
）
の
姓
よ
り
改
名
し
た
も
の
で
、

諸
説
あ
る
が
、
元
親
よ
り
二
十
一
代
前
の
秦
能
駿
が
土
佐
に
移
っ
て
長
岡
郡
宗
我
部
郷
を
領
地
し
た
こ
と
か
ら
長
宗
我
部
の
名
は
そ
れ

（
８
）
（
９
）

に
ち
な
む
と
言
わ
れ
る
。
『
土
佐
軍
記
」
に
は
、
百
済
か
ら
来
た
長
と
い
う
人
日
本
に
留
て
、
秦
と
い
う
姓
を
得
た
。
そ
の
後
、
信
州
か

、
０
｝

ら
勢
州
桑
名
を
経
て
、
紀
州
か
ら
土
佐
に
来
た
と
さ
れ
る
。
大
和
岩
雄
に
よ
る
と
、
秦
の
民
は
朝
鮮
半
島
の
南
端
に
あ
っ
た
加
羅
（
伽

（
Ⅱ
）

耶
）
、
特
に
金
海
地
域
か
ら
移
住
し
て
き
た
と
い
う
。
秦
氏
た
ち
は
、
自
ら
を
秦
の
始
皇
帝
の
末
喬
だ
と
称
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
朝

鮮
半
島
由
来
の
渡
来
系
の
子
孫
が
逆
に
文
禄
・
慶
長
の
役
に
て
朝
鮮
半
島
を
攻
め
た
と
い
う
点
は
、
興
味
深
い
。
桑
名
氏
は
伊
勢
平
氏

の
後
喬
で
、
応
永
二
三
九
四
～
一
四
二
八
）
頃
に
桑
名
よ
り
土
佐
に
来
国
と
言
う
。
長
宗
我
部
氏
の
土
佐
下
向
時
に
伊
勢
桑
名
よ
り

従
え
た
と
言
わ
れ
る
譜
代
の
家
柄
で
あ
る
。
長
宗
我
部
氏
の
土
佐
下
向
に
は
諸
説
あ
る
が
、
「
群
書
類
従
」
の
『
長
宗
我
部
譜
」
に
は
桑

（
吃
）

名
よ
り
来
国
と
い
う
。
「
鍼
要
集
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
徳
を
捕
ら
え
た
長
宗
我
部
元
親
の
兵
長
で
あ
っ
た
桑
名
玄
徳
の
祖
（
桑
名
将

監
）
は
、
こ
の
桑
名
一
族
出
身
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
桑
名
氏
は
、
長
宗
我
部
氏
の
衰
退
後
、
他
家
に
仕
え
た
り
、
全
国
に
散
っ
て
い

っ
た
。
「
鍼
要
集
』
に
は
金
徳
が
明
人
の
雲
海
に
学
ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
金
徳
が
雲
海
に
学
ん
だ
こ
と
よ
り
、
金
徳
の
医
術
の

（
２
）

流
派
は
雲
海
士
流
と
も
い
わ
れ
る
。
中
宗
二
五
○
六
～
’
五
四
四
）
の
中
期
に
於
い
て
明
の
世
宗
に
医
官
の
派
遣
を
請
い
、
許
さ
れ

て
明
医
が
来
朝
し
医
学
生
に
教
習
を
行
っ
た
と
云
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
と
き
か
ら
明
宗
（
一
五
四
五
～
一
五
六
七
）
・
宣
祖
二
五

（
Ｂ
）
（
Ｍ
）

六
八
～
一
六
○
八
）
の
中
期
に
亘
っ
て
鰺
し
く
中
国
医
書
が
翻
刻
さ
れ
た
。
金
徳
は
、
こ
う
し
た
時
流
も
あ
り
、
明
人
に
学
ぶ
こ
と
が

可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
長
野
仁
は
「
鍼
法
古
新
的
伝
集
」
を
注
釈
し
た
『
的
伝
集
之
抄
」
に
「
万
暦
丁
亥
（
十
五
年
二
五

八
七
）
）
」
の
年
号
が
み
え
る
の
で
金
徳
拝
は
日
本
に
連
行
さ
れ
る
五
年
前
ま
で
雲
海
士
に
師
事
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
類
推
し
て
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（
州
）

い
る
。
「
鍼
法
古
新
的
伝
集
」
一
六
一
三
（
慶
長
十
八
年
）
に
お
け
る
「
寅
勤
書
」
の
巻
頭
に
は
雲
海
士
主
翁
は
明
・
南
陽
の
人
で
「
鍼

灸
択
日
編
集
論
」
を
著
し
た
人
と
さ
れ
、
金
徳
拝
と
こ
の
書
の
中
で
は
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
将
監
が
夢
想
に
よ
っ
て
長
生
庵
と
号

し
た
の
は
一
六
○
八
（
慶
長
十
三
年
）
で
定
住
し
た
広
島
で
は
有
名
に
な
っ
た
が
、
京
都
で
は
未
だ
無
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
木
邨
元
貞
『
鍼
灸
極
秘
伝
」
一
七
八
○
（
安
永
九
年
）
に
、
金
徳
邦
↓
長
田
徳
本
↓
田
中
知
新
↓
原
恭
庵
↓
木
邨
太
仲
元
貞
の

（
胴
）
（
肺
）

系
譜
を
認
め
た
。
長
田
徳
本
の
号
は
「
知
足
」
で
あ
り
、
田
中
知
新
の
号
の
「
知
新
」
と
一
文
字
重
な
る
。
従
来
、
円
敬
軒
・
三
達
と

松
沢
浄
室
に
田
中
知
新
は
学
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
号
の
中
に
「
知
」
と
い
う
文
字
が
ど
ち
ら
も
含
ま
れ
、
師
弟
関
係
の
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
田
徳
本
が
慶
長
年
間
学
ん
だ
と
す
る
と
、
諸
説
あ
る
も
の
の
一
五
一
三
（
永
正
十
年
）
生
ま
れ

と
い
う
説
と
取
る
と
、
徳
本
八
十
歳
代
の
頃
に
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
な
り
、
師
と
弟
子
の
関
係
で
は
矛
盾
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
友

人
と
し
て
交
わ
り
、
互
い
に
学
ん
だ
と
考
え
る
と
理
解
可
能
で
あ
る
。
朴
好
仁
は
、
文
禄
の
役
で
は
熊
川
の
戦
い
で
殿
軍
と
し
て
勇
戦

【
Ｊ
－

し
、
長
宗
我
部
家
の
吉
田
市
左
衛
門
政
重
に
晋
州
の
城
に
て
虜
に
さ
れ
た
。
「
土
佐
物
語
」
で
は
、
慶
州
の
大
将
と
さ
れ
て
い
る
。
虜
に

な
っ
た
一
族
主
従
八
十
余
名
の
う
ち
三
十
余
名
と
共
に
土
佐
浦
戸
に
住
ん
だ
。
こ
の
と
き
「
湯
薬
師
」
と
看
板
を
掲
示
し
て
医
薬
を
お

こ
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
朝
鮮
医
療
技
術
、
医
書
、
豆
腐
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
製
造
法
な
ど
の
朝
鮮
文
化
を
土
佐
に
伝
え
た
と
さ
れ
る
。

（
岨
）

朴
好
仁
の
朝
鮮
語
の
音
が
、
ロ
農
言
冒
か
ら
土
佐
で
は
一
般
に
「
は
く
ほ
う
院
殿
」
と
呼
ば
れ
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
、

金
徳
邦
の
朝
鮮
語
の
音
は
、
置
冒
房
昌
冨
眉
で
あ
り
、
日
本
人
に
と
っ
て
正
確
な
発
音
が
難
し
い
。
金
徳
邦
は
一
般
に
「
き
ん
と
ん
」

と
呼
ば
れ
、
経
東
と
書
い
て
「
き
ん
と
ん
」
「
き
ん
と
」
と
言
わ
れ
、
金
徳
と
も
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
尾
道
雄
は
「
経
東
は

（
肥
）

「
き
ん
と
ん
」
と
読
ん
だ
ら
し
く
、
そ
れ
が
誤
っ
て
金
徳
と
な
っ
た
』
と
論
じ
て
い
る
。
「
理
穴
集
」
で
は
、
金
得
拝
ま
た
は
、
金
徳
許

徳
原
ま
た
は
、
金
得
許
と
書
か
れ
て
い
る
。
朝
鮮
語
で
は
、
徳
は
扇
島
、
得
は
白
鳥
で
あ
る
が
、
日
本
語
で
は
、
徳
も
得
も
同
じ

「
と
く
」
と
発
音
す
る
こ
と
か
ら
、
異
字
同
訓
と
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
邦
」
の
字
、
「
拝
」
の
字
、
「
許
」
の
字
は

草
書
体
で
書
か
れ
る
と
、
類
似
し
て
お
り
、
誤
っ
て
書
か
れ
た
か
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
長
野
仁
は
金
徳
拝
、
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（
胴
）

金
徳
、
金
徳
邦
、
金
徳
許
は
同
一
人
物
と
断
定
し
て
い
る
が
、
三
木
栄
は
金
徳
と
金
徳
邦
と
別
の
医
師
と
し
て
考
え
て
い
た
よ
う
で
、

（
鋤
）

金
徳
は
朝
鮮
の
役
に
捕
虜
と
な
り
薩
摩
に
来
た
と
「
日
本
博
物
学
年
表
」
よ
り
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
薩
摩
に
来
た
金
徳
が
別
人
で
あ

っ
た
可
能
性
は
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
薩
摩
で
は
な
く
、
土
佐
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
、
雲
海
士
流
と
い
わ
れ
る

一
連
の
書
物
か
ら
は
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
三
木
栄
は
「
筆
者
か
っ
て
、
金
徳
の
遣
方
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
」
と
記

（
帥
）
（
別
）
（
鋤
）

載
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
に
て
、
経
東
直
筆
の
医
案
の
影
写
（
図
５
）
を
認
め
た
。
三
木
栄
が
見
た
と
い
う
遣
方
は
経
東
で
は
な
く
、

金
徳
と
書
か
れ
て
い
た
よ
う
で
、
さ
ら
に
、
金
徳
の
医
案
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
『
両
東
唱
和
後
録
」
に

は
、
村
上
渓
南
親
子
が
朝
鮮
通
信
使
団
一
行
の
医
官
、
奇
斗
文
と
京
都
に
て
対
談
し
、
村
上
渓
南
の
先
祖
が
金
得
拝
よ
り
鍼
術
を
伝
授

（
型
）
・

さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
村
上
渓
南
は
自
分
が
疑
問
と
す
る
点
を
奇
斗
文
に
対
し
て
質
問
し
て
い
る
。
三
木
栄
は
「
徳
邦
の

術
を
世
々
伝
う
と
云
う
」
舎
両
東
唱
和
後
録
ご
と
記
載
し
、
我
々
が
確
認
し
た
茶
図
成
覺
の
『
両
東
唱
和
後
録
」
以
外
の
写
本
で
は
、

（
即
）

徳
邦
と
記
載
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
閣
に
保
管
さ
れ
て
い
る
『
隠
峯
全
書
』
に
は
、
「
又
於
望

地
浦
尖
山
之
戦
。
大
立
、
与
宋
大
立
、
金
徳
邦
。
大
有
捕
獲
。
」
と
あ
り
、
同
じ
く
奎
章
閣
に
あ
る
『
湖
南
節
義
録
」
に
は
、
「
忠
武
李

公
舜
臣
同
殉
参
佐
諸
公
興
陽
（
三
十
三
人
）
金
徳
邦
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
他
国
の
記
録
と
比
較
し
て
、
自
国
の
記
録
で
の
名
前
は
間

違
わ
れ
に
く
い
。
韓
国
側
の
記
録
に
金
徳
邦
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
徳
邦
、
金
徳
許
、
金
徳
許
徳
原
、
金
得
拝
、
金
得
許
、

金
徳
、
経
東
と
さ
ま
ざ
ま
に
書
か
れ
る
も
の
の
本
来
の
名
前
は
、
金
徳
邦
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
『
隠
峯
全
書
」
、

「
湖
南
節
義
録
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
状
況
と
『
理
穴
集
」
で
の
「
其
時
之
生
捕
數
拾
人
モ
内
二
由
有
上
官
一
人
ア
リ
」
と
の
捕
ら
わ
れ

（
鋤
）
（
別
）

た
状
況
と
人
数
は
近
似
す
る
。
粉
河
寺
は
、
和
歌
山
県
の
北
部
を
東
か
ら
西
に
悠
然
と
流
れ
る
紀
ノ
川
の
北
岸
に
あ
り
、
和
歌
山
市
と

高
野
山
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
。
奈
良
時
代
末
、
七
七
○
（
宝
亀
元
年
）
大
伴
孔
子
古
が
現
在
の
本
堂
の
場
所
に
草
案
を
結
び
、
千

（
鰯
）

手
観
世
音
菩
薩
を
安
置
し
た
の
に
始
ま
る
。
粉
河
寺
は
、
ま
ず
大
伴
氏
の
氏
寺
と
し
て
草
創
さ
れ
、
僧
尼
を
検
行
し
、
財
務
経
営
に
当

（
郡
）
（
お
）

た
る
俗
別
当
と
し
て
、
最
初
に
益
継
が
任
じ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
以
来
、
粉
河
寺
は
盛
行
を
き
わ
め
て
い
た
。
一
五
八
三
（
天
正
十
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八
五
（
天
正
十
三
年
）
三
月
二
十
日
羽
柴
秀
吉
の
先
発
隊
が
出
陣
し
、
二
十
一
日
秀
吉
自
身
も
出
陣
。
二
十
三
日
に
は
粉
河
寺
よ
り
、

約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
に
あ
る
新
義
真
言
宗
本
山
根
来
寺
を
中
心
に
一
帯
は
火
の
海
と
化
し
た
。
三
月
二
十
四
日
に
は
粉
河
寺
も
炎
上
。

（
訂
）
（
認
）

こ
れ
は
、
秀
吉
軍
が
来
る
前
に
、
五
人
の
寺
衆
が
火
を
付
け
た
か
ら
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
宇
野
主
水
日
記
天
正
十
三
年
三
月
条
「
石

川
本
願
寺
日
記
」
下
に
は
、
「
土
橋
平
丞
舟
に
て
土
佐
へ
ノ
ク
由
申
、
湊
衆
も
其
躰
也
。
船
あ
ま
た
乗
沈
人
多
死
ダ
ル
由
申
」
と
記
さ
れ

（
幻
）

て
い
る
。
天
正
年
間
の
兵
火
に
遭
っ
て
の
ち
、
江
戸
初
期
に
御
池
坊
天
英
が
入
寺
し
て
復
興
、
叡
山
横
河
末
と
な
り
、
現
在
は
天
台
宗

（
錫
）

系
粉
河
観
音
宗
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
紀
州
攻
め
の
折
り
、
粉
川
春
與
も
土
佐
に
来
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
粉
川
春
與
の

｛
鋤
）

子
孫
に
あ
た
る
粉
川
玄
成
は
、
「
土
佐
国
毒
簡
集
木
屑
」
に
「
経
東
書
ト
申
伝
」
「
経
東
所
持
、
朝
鮮
器
物
、
菓
子
盆
」
「
経
東
人
参
切
、

識鱈

人
参
長
一
年
）
四
月
柴
田
勝
家
を
賤
ヶ
岳

る
人
最

あ
－
幅
の
戦
い
に
破
り
、
信
長
の
後
継
者

肺
唖
掴
玲
と
し
て
地
位
を
固
め
た
羽
柴
秀
吉

謝
睡
蓬

恥
銅
峠
峰
諦
吋
報
州
峅
唖
彬
罹
圭
酷
志
訴
附

州
詞
州
暇
疵
涯
”
牲
硫
嘩
帷
需
睦
や
誌
誌
鍬

図 6

か
す
紀
州
衆
の
存
在
は
捨
て
置
け

ず
、
岸
和
田
に
中
村
一
氏
を
置
い

て
こ
れ
に
備
え
た
。
こ
の
様
な
状

況
下
の
中
で
紀
州
衆
は
、
秀
吉
と

対
立
し
て
い
た
徳
川
家
康
、
織
田

信
雄
や
長
宗
我
部
元
親
と
結
ん
で

秀
吉
と
対
時
し
て
い
っ
た
。
一
五
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刃
柄
ト
モ
ニ
唐
赤
銅
」
「
春
與
書
ト
申
伝
」
「
長
沢
道
寿
書
」
を
持
っ
て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
菓
子
盆
と
人
参
刀
の
図
が
、
「
土
佐

（
副
）

崎
人
伝
巻
之
四
」
に
残
さ
れ
て
お
り
、
菓
子
盆
と
龍
の
飾
り
の
あ
る
人
参
切
（
図
６
）
は
当
時
の
朝
鮮
の
品
と
考
え
ら
れ
、
興
味
深
い
。

〈
抑
）

「
人
参
切
図
の
寸
法
は
全
長
一
四
・
九
糎
刃
幅
最
長
部
分
一
・
九
糎
」
と
『
土
佐
国
壼
簡
集
木
屑
」
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
粉
河
寺

縁
起
」
（
国
宝
）
は
、
粉
河
寺
の
本
尊
千
手
観
音
に
ま
つ
わ
る
説
話
を
描
い
た
絵
巻
で
あ
り
、
鎌
倉
初
期
二
二
世
紀
後
半
）
の
作
と
さ

れ
る
。
説
話
は
二
つ
あ
り
、
第
一
話
は
山
中
の
猟
師
の
と
こ
ろ
に
童
の
行
者
が
あ
ら
わ
れ
、
千
手
観
音
を
造
っ
て
姿
を
消
し
た
と
い
う

粉
河
寺
草
創
の
話
。
第
二
話
は
病
気
に
罹
っ
た
河
内
国
讃
良
郡
の
長
者
の
一
人
娘
の
話
で
あ
る
。
長
者
の
娘
が
熟
し
柿
の
よ
う
に
腫
れ
、

臭
い
こ
と
か
ぎ
り
な
い
病
に
罹
っ
た
と
こ
ろ
に
、
童
の
行
者
が
や
っ
て
来
て
、
「
七
日
ば
か
り
お
祈
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
。
長

者
は
喜
ん
で
祈
祷
を
依
頼
す
る
。
童
の
行
者
は
、
娘
の
枕
頭
で
千
手
陀
羅
尼
を
昼
夜
一
心
に
読
調
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
効
が
あ
ら
わ

れ
た
の
か
し
だ
い
に
膿
も
ひ
き
、
痛
み
も
と
れ
、
七
日
目
の
朝
に
は
「
爽
々
と
な
り
て
」
、
起
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
驚
き
喜
ん
だ

長
者
は
、
蔵
を
開
い
て
、
七
珍
万
宝
を
童
の
行
者
の
前
に
並
べ
た
。
と
こ
ろ
が
童
の
行
者
は
謝
礼
の
宝
物
を
辞
退
し
、
娘
の
差
し
出
し

た
提
鞘
と
紅
の
袴
だ
け
を
受
け
と
り
、
住
ま
い
は
紀
州
の
粉
河
と
だ
け
告
げ
て
立
ち
去
っ
た
。
翌
年
の
春
、
長
者
一
家
は
そ
の
あ
と
を

た
ず
ね
る
と
、
山
中
に
一
軒
の
庵
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
提
鞘
と
紅
の
袴
を
持
っ
た
千
手
観
音
が
燦
然
と
輝
い
て
い
た
。
そ
こ
で
は
じ

め
て
、
あ
の
童
の
行
者
は
こ
の
観
音
の
化
身
で
あ
っ
た
と
知
り
、
一
同
剃
髪
し
て
観
音
に
仕
え
た
と
い
う
と
い
う
話
で
あ
る
。
立
川
昭

二
は
こ
の
河
内
国
の
長
者
の
重
病
を
救
っ
た
童
の
行
者
も
遍
歴
し
た
僧
医
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
七
日
間
一
心
不
乱
に
千
手
陀
羅
尼
を
読

（
訓
）

調
し
た
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
特
効
の
あ
る
薬
を
与
え
た
り
、
鍼
治
療
な
ど
を
ほ
ど
こ
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
大
阪
市
立

図
書
館
石
崎
文
庫
所
蔵
の
「
済
民
記
」
に
お
け
る
賊
文
に
は
、
「
右
三
巻
紀
州
粉
河
原
寺
、
摘
王
永
輔
恵
済
方
、
虞
天
民
医
学
正
伝
等
華

要
、
以
卑
狸
字
辞
記
之
、
意
欲
導
初
蒙
侶
而
已
。
天
正
元
歳
次
癸
酉
中
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
『
済
民
記
」
の
賊
文
の
最
後
に
は
「
天
正

元
歳
次
癸
酉
中
元
旦
玄
朔
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
一
五
七
三
（
天
正
元
年
）
に
王
永
輔
の
「
恵
済
方
」
、
虞
天
民
の
「
医
学
正
伝
」
を

（
犯
）

中
心
に
編
蟇
さ
れ
た
本
で
、
惠
済
方
の
済
と
、
虞
天
民
の
民
を
採
っ
て
『
済
民
記
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
紀
州
粉
河
原
寺
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は
、
粉
河
寺
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
一
五
八
五
（
天
正
十
三
年
）
豊
臣
秀
吉
の
紀
州
攻
め
以
前
、
粉
川
寺
は
、
曲
直
瀬
家
を
初
め
と
す

る
後
世
派
医
師
が
集
う
サ
ロ
ン
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
粉
河
氏
が
医
師
の
家
系

と
な
っ
た
こ
と
も
矛
盾
し
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
『
土
佐
物
語
」
（
資
料
１
）
や
、
『
土
佐
崎
人
伝
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
初
め

一
年
の
間
、
治
療
を
施
せ
ど
も
験
な
く
、
人
命
を
あ
や
ま
る
事
多
し
。
異
国
に
も
庸
医
あ
り
と
て
、
人
皆
識
笑
す
。
」
「
経
東
且
暫
且
患

ひ
て
久
し
く
籠
居
」
「
朝
鮮
日
東
土
等
し
か
ら
ず
、
人
性
ま
た
異
な
る
こ
と
を
さ
と
り
」
「
是
よ
り
薬
剤
あ
や
ま
ら
ず
、
活
死
起
源
の
功

（
け
天
別
）

著
し
」
と
の
記
載
は
、
大
陸
の
医
術
を
そ
の
ま
ま
日
本
で
行
っ
た
こ
と
で
医
療
被
害
を
起
こ
し
た
事
例
と
考
え
ら
れ
る
・
大
陸
の
東
洋

医
学
が
流
入
し
て
い
る
現
代
に
、
警
鐘
を
鳴
ら
す
事
例
と
考
え
ら
れ
た
。

「
経
東
を
請
じ
入
れ
て
、
鳩
毒
を
進
め
た
り
。
経
東
是
を
食
し
て
、
そ
の
鵤
毒
な
る
事
を
知
り
…
」
と
『
土
佐
物
語
」
に
は
書
か
れ
て

（
ｒ
）

《
漣
）

い
る
。
鳩
烏
の
存
在
と
毒
性
も
前
七
世
紀
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
欧
と
い
う
文
字
が
、
前
六
六
二
年
に
あ
た
る
『
春
秋
左
氏
伝
」
荘
公

（
鍋
｝
（
お
）

三
十
二
年
の
話
に
で
て
く
る
。
猷
は
鳩
酒
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
鳩
烏
の
存
在
は
現
実
と
し
て
存
在
す
る
か
に
疑
い
が
も
た
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
一
八
三
○
年
ピ
ッ
ト
フ
ー
ィ
と
い
う
二
音
節
に
近
い
鳴
き
声
か
ら
、
四
ｓ
冒
具
モ
リ
モ
ズ
）
属
と
命
名
さ
れ
た
鳴

き
鳥
が
報
告
さ
れ
、
一
九
九
○
年
、
、
ン
カ
ゴ
大
学
の
ダ
ン
バ
ッ
チ
ャ
ー
氏
ら
が
偶
然
そ
の
羽
に
中
毒
し
、
毒
性
に
気
付
い
た
こ
と
よ
り

（
郡
）

報
告
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
に
よ
り
、
毒
性
を
持
つ
鳥
類
が
報
告
さ
れ
、
鳩
鳥
が
か
つ
て
実
在
し
た
こ
と
を
真
柳
誠
は
確
信
し
て
い

（
”
）る

。
後
醍
醐
天
皇
の
皇
太
子
と
そ
の
弟
宮
お
よ
び
足
利
直
義
（
太
平
記
）
、
山
田
長
政
（
山
田
長
政
資
料
集
）
、
伊
達
騒
動
で
の
毒
味

役
・
塩
沢
丹
次
郎
（
伊
達
顕
秘
録
）
、
な
ど
の
毒
死
は
鳩
毒
と
の
関
連
が
記
さ
れ
、
彼
ら
の
死
亡
情
況
は
ヒ
素
化
合
物
の
中
毒
症
状
に
類

（
銘
）

似
す
る
。
毒
が
何
で
あ
れ
、
毒
・
毒
酒
・
毒
殺
は
鳩
毒
・
鳩
酒
（
欧
）
・
鳩
殺
と
瞼
え
ら
れ
る
。
高
知
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
記
載

が
見
ら
れ
る
。
一
五
六
九
（
永
禄
十
二
年
）
、
長
宗
我
部
軍
が
安
芸
城
を
包
囲
し
て
、
包
囲
側
は
安
芸
川
の
対
岸
か
ら
火
矢
を
放
ち
、
城

を
焼
い
た
。
内
に
い
た
料
理
番
は
そ
の
猛
攻
に
恐
れ
を
な
し
、
こ
の
井
戸
に
毒
を
投
じ
て
長
宗
我
部
方
へ
走
っ
た
。
こ
の
毒
に
よ
っ
て

城
兵
が
多
大
な
損
害
を
こ
う
む
り
、
つ
い
に
城
は
陥
落
し
た
と
い
う
。
「
土
佐
物
語
」
で
は
横
山
民
部
と
い
う
も
の
が
鵤
毒
を
投
げ
込
む
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系譜

邦
許
拝
許
徳
東

徳
徳
得
得
金
経

金
金
金
金
一士海塞

垂

|/鰡本一
田中知新一原恭庵一木邨太仲元貞
(両儀知新流）

つ 村上渓南

長生庵了味

(霊海士流）

一桑名玄徳

T粉川春与

図7金徳邦の医療は彼の死後も継承されていったことが判る。

（
Ⅳ
）

記
事
が
み
え
る
。
「
神
晨
本
草
経
」
に
は
、
「
犀
角
は
：
．
鉤
吻
・
鳩
羽
・
蛇
の
毒

を
殺
（
け
）
し
…
」
（
鉤
吻
つ
ま
り
野
葛
や
毒
蛇
の
中
毒
と
と
も
に
、
鳩
羽
に

（
的
）

よ
る
中
毒
を
犀
角
が
解
毒
す
る
。
）
と
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
鵤
毒
の
成
分
は

今
な
お
、
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宮
崎
は
こ
の
毒
物
が
砒
素
系
の
物

（
郷
）

質
と
し
て
も
、
犀
角
に
よ
っ
て
解
毒
の
可
能
性
が
あ
っ
た
と
す
る
。
犀
角
の
成

一
州
真
刎
）

分
に
は
旨
三
月
胃
胃
己
や
Ｑ
豊
扁
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
吾
巨
胃
胃

胃
匡
は
Ｓ
Ｈ
酵
素
賦
活
作
用
の
あ
る
Ｓ
Ｈ
基
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

Ｓ
Ｈ
酵
素
を
阻
害
す
る
砒
素
化
合
物
の
中
毒
を
解
毒
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
す

（
銘
）る

。
『
詰
謀
記
事
」
に
あ
る
「
京
地
の
医
工
首
を
縮
め
、
終
に
嫉
み
を
生
じ
、
饗

応
に
托
し
て
招
寄
せ
、
食
に
交
へ
て
、
鳩
毒
を
与
ふ
・
経
東
喫
し
て
是
を
知
り
、

（
枢
）

此
毒
癒
す
る
こ
と
易
し
・
」
と
い
う
記
載
は
、
金
徳
が
こ
う
し
た
解
毒
法
を
知

っ
て
い
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
た
。

安
土
桃
山
期
か
ら
江
戸
期
に
か
け
て
、
大
陸
か
ら
の
医
術
が
日
本
に
伝
来
し

た
。
大
陸
の
医
術
を
そ
の
ま
ま
日
本
で
行
っ
た
こ
と
で
医
療
被
害
を
起
こ
し
た

事
例
を
認
め
た
。
大
陸
の
東
洋
医
学
が
流
入
し
て
い
る
現
代
に
、
警
鐘
を
鳴
ら

す
事
例
と
考
え
ら
れ
た
。
金
徳
邦
の
医
術
は
、
金
徳
邦
の
死
後
、
長
生
庵
了

味
・
桑
名
玄
徳
、
粉
川
家
（
粉
川
春
與
）
、
村
上
家
（
村
上
渓
南
）
に
伝
承
さ

総
括
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謝
辞

調
査
に
あ
た
り
、
韓
国
側
か
ら
協
力
と
い
た
だ
い
た
孟
華
隻
漢
馨
院
孟
原
模
先
生
、
皀
口
国
‐
○
三
困
柳
恩
卿
先
生
に
際
し
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
「
隠
峯
全
書
」
「
湖
南
節
義
録
」
に
金
徳
邦
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
ご
示
唆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
韓
國
韓
瞥
学
研
究

院
安
相
佑
学
術
信
息
部
長
に
対
し
感
謝
致
し
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
日
本
Ｔ
Ｃ
Ｍ
研
究
所
・
安

井
医
院
安
井
廣
迪
先
生
、
菊
池
養
生
園
診
療
所
吉
富
誠
先
生
に
は
、
心
よ
り
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
慶
煕
大
学
医
史
学
金

南
一
教
授
に
は
、
金
徳
邦
の
生
年
月
日
に
関
す
る
疑
問
を
解
決
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
（
図
７
）

『
鍼
要
集
」
（
写
本
武
田
科
学
振
興
、

『
新
撰
広
狭
神
倶
集
』
（
写
本
エ
ー
が

『
鍼
法
古
新
的
伝
集
』
（
写
本
エ
上

「
今
昔
双
撰
之
記
新
撰
三
所
之

「
特
効
凡
例
」
「
他
過
治
療
凡
例
」

『
雲
海
士
流
鍼
之
抄
」
（
写
本
エ
ー
か

『
理
穴
集
』
（
写
本
エ
ー
ザ
イ
く
す
略

「
鍼
法
蔵
心
巻
」
（
自
筆
稿
本
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
杏
五
五
八
四
）

「
古
今
集
鍼
法
』
（
写
本
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
乾
三
六
八
五
）

「
雲
海
士
流
之
書
』
（
写
本
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
ウ
・
一
二
）

「
八
帰
」
「
心
鏡
」
「
（
新
撰
）
理
穴
集
」

『
鍼
要
集
」
（
写
本
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
乾
三
六
五
一
）

『
新
撰
広
狭
神
倶
集
』
（
写
本
エ
ー
ザ
イ
く
す
り
博
物
館
三
六
六
八
一
）

『
鍼
法
古
新
的
伝
集
』
（
写
本
エ
ー
ザ
イ
く
す
り
博
物
館
三
六
六
八
一
）

「
今
昔
双
撰
之
記
新
撰
三
所
之
針
穴
」

表
1

』
（
写
本
エ
ー
ザ
イ
く
す
り
博
物
館

エ
ー
ザ
イ
く
す
り
博
物
館
三
○
九
一

四
六
九
○
○
）

一
九
）
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「
両
東
唱
和
後
録
』
（
写
本
お
茶
（

「
土
佐
国
人
物
志
』
（
高
知
市
民
図
一

「
詰
謀
記
事
』
（
高
知
県
立
図
書
館
）

「
土
佐
崎
人
伝
巻
之
四
』
（
高
知
市
［

『
詰
謀
記
事
見
聞
録
』
（
高
知
市
民
［

「
土
佐
国
毒
簡
集
木
屑
』
（
高
知
市
［

『
隠
峯
全
書
」
（
ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
申

『
湖
南
節
義
録
』
（
ソ
ウ
ル
大
学
奎
一

「
治
代
普
顕
記
」
（
高
知
県
立
図
書
』

【
文
献
】

（
１
）
朝
鮮
史
研
究
会
「
朝
鮮
の
歴
史
」
一
二
八
頁
、
三
省
堂
、
東
京
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
年
）

（
２
）
臨
床
実
践
鍼
灸
流
儀
書
集
成
第
六
冊
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
、
一
九
九
六
（
平
成
八
年
）

（
３
）
鎌
田
勘
之
丞
（
家
時
）
「
治
代
普
顕
記
』
高
知
県
立
図
書
館
蔵
、
慶
長
初
期

（
４
）
真
柳
誠
「
韓
国
伝
統
医
学
文
献
と
日
中
韓
の
相
互
伝
播
」
『
温
知
会
会
報
」
三
四
号
、
二
○
八
’
二
一
五
頁
、
一
九
九
四
（
平
成
六
年
）

（
５
）
金
奉
欽
『
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
と
義
兵
闘
争
』
四
○
一
’
四
○
四
頁
、
彩
流
社
、
東
京
、
一
九
九
五
（
平
成
七
年
）

（
６
）
姜
在
彦
「
朝
鮮
通
信
使
が
み
た
日
本
」
、
明
石
出
版
、
東
京
、
二
○
○
二
（
平
成
十
四
年
）

（
７
）
奥
村
彪
生
「
日
本
の
香
辛
料
そ
の
使
い
方
と
歴
史
」
、
芳
賀
登
／
石
川
寛
子
監
「
全
集
日
本
の
食
文
化
第
五
巻
油
脂
・
調
味
料
↑
香
辛
料
」
、

二
二
三
’
二
三
四
頁
、
雄
山
閣
、
東
京
、
一
九
九
八
（
平
成
十
年
）

（
８
）
平
尾
道
雄
「
図
説
土
佐
の
歴
史
』
、
講
談
社
、
東
京
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）

（
９
）
「
土
佐
国
史
料
集
成
土
佐
國
群
書
類
從
」
巻
三
、
『
土
佐
國
篁
書
類
從
」
巻
第
三
十
三
「
秦
家
系
圖
」
、
一
’
五
頁
、
高
知
県
立
図
書
館
、
高

知
市
、
二
○
○
○
（
平
成
十
二
年
）

巷
之
四
』
（
高
知
市
民
図
書
館
若
尾
文
庫
）

聞
録
』
（
高
知
市
民
図
書
館
）

集
木
屑
』
（
高
知
市
民
図
書
館
）

（
ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
閣
）

』
（
ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
閣
）

一
（
高
知
県
立
図
書
館
）

（
写
本
お
茶
の
水
図
書
館

（
高
知
市
民
図
書
館
）

成
費
堂
文
庫
）
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（
別
）
三
木
栄
一
増
補
朝
鮮
啓
學
史
及
疾
病
史
』
、
一
九
一
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
九
一
（
平
成
三
年
）

（
幻
）
岡
本
信
古
『
土
佐
崎
人
伝
』
（
巻
四
）
天
保
甲
辰
夏
六
月
若
尾
澗
水
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
年
写
本
）
、
高
知
市
民
図
書
館
蔵

（
犯
）
村
上
渓
南
「
両
東
唱
和
後
録
」
、
一
七
一
二
（
正
徳
二
年
）
、
お
茶
の
水
図
書
館
茶
図
成
賓
蔵

（
羽
）
安
邦
俊
『
隠
峯
全
書
」
（
奎
五
三
四
九
）
、
ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
閣
蔵
、
一
八
六
四
（
高
宗
元
年
）

（
型
）
高
廷
憲
「
湖
南
節
義
塗
（
古
四
六
五
三
’
八
）
ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
閣
蔵
、
一
七
九
九
（
正
祖
二
十
三
年
）

（
妬
）
逸
木
盛
修
「
日
本
絵
巻
大
成
月
報
五
』
三
頁
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
年
）

（
恥
）
西
口
順
子
「
紀
伊
粉
河
寺
と
そ
の
縁
起
ｌ
寺
院
縁
起
成
立
に
関
す
る
一
試
論
」
「
史
窓
」
二
一
頁
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
年
）

（
Ⅳ
）
吉
田
考
世
「
土
佐
物
語
』
、
一
七
○
八
（
宝
永
五
年
）
、
明
石
書
店
、
東
京
、
一
九
九
七
（
平
成
九
年
）

（
肥
）
平
尾
道
雄
「
土
佐
医
学
史
考
』
、
高
知
市
民
図
書
館
、
高
知
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
年
）

（
岨
）
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
平
成
十
四
年
度
企
画
展
図
録
『
鍼
の
ひ
び
き
灸
の
ぬ
く
も
り
ｌ
ｌ
癒
し
の
歴
史
１
１
」
五
○
’
五
一
、
二
○
○
二
（
平

（
、
）
「
土
佐
国
史
料
集
成
土
佐
國
群
書
類
從
」
巻
四
、
「
土
佐
國
華
書
類
從
」
巻
第
四
十
一
「
土
佐
軍
記
上
」
、
二
八
’
二
九
頁
、
高
知
県
立

図
書
館
、
高
知
市
、
二
○
○
○
（
平
成
十
二
年
）

（
Ⅱ
）
大
和
岩
雄
「
秦
氏
の
研
究
」
、
東
京
、
大
和
書
房
、
一
九
九
三
（
平
成
五
年
）

（
里
吉
村
春
峰
『
土
佐
國
華
書
類
從
』
巻
第
三
十
三
「
長
宗
我
部
譜
」
・
・
土
佐
国
史
料
集
成
土
佐
國
群
書
類
從
巻
三
、
五
九
頁
、
高
知
県
立

図
書
館
、
高
知
市
、
二
○
○
○
（
平
成
十
二
年
）

（
喝
）
三
木
栄
「
増
補
朝
鮮
瞥
學
史
及
疾
病
史
』
、
一
七
一
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
九
一
（
平
成
三
年
）

（
Ｍ
）
三
木
栄
『
増
補
朝
鮮
瞥
學
史
及
疾
病
史
』
、
一
八
○
’
一
八
三
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
九
一
（
平
成
三
年
）

（
喝
）
長
野
仁
、
篠
原
昭
二
、
北
出
利
勝
「
「
知
新
流
銅
人
形
（
経
穴
人
形
こ
発
見
！
ｌ
田
中
知
新
と
そ
の
周
辺
の
こ
と
ど
も
ｌ
」
、
「
医
道
の

日
本
」
、
五
八
巻
六
月
号
、
二
○
’
二
六
頁
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
年
）

（
賂
）
長
野
仁
、
篠
原
昭
二
、
北
出
利
勝
「
発
見
！
伝
説
の
名
鍼
医
・
田
中
知
新
の
銅
人
形
」
、
「
季
刊
東
洋
医
学
』
、
五
巻
、
八
二
’
八
五
頁
、
一
九

一
長
野
仁
、
篠
原
昭
一

九
九
（
平
成
十
一
年
）

成
十
四
年
）
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（
”
）
粉
河
町
史
専
門
委
員
会
「
粉
河
町
史
第
一
巻
』
四
二
’
四
一
四
頁
、
粉
河
町
、
紀
の
川
市
、
二
○
○
三
（
平
成
十
五
年
）

（
躯
）
粉
河
町
史
専
門
委
員
会
『
粉
河
町
史
第
二
巻
」
二
六
八
頁
、
粉
河
町
、
紀
の
川
市
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
年
）

（
調
）
河
原
由
雄
「
「
粉
河
寺
縁
起
」
の
成
立
と
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』
八
六
’
二
九
頁
、
「
日
本
絵
巻
大
成
五
粉
河
寺
縁
起
」
、
中
央
公
論

社
、
東
京
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
年
）

（
鋤
）
柳
瀬
貞
重
編
ｌ
「
土
佐
国
憲
簡
集
木
屑
」
高
知
県
立
図
書
館
蔵
（
寛
政
初
年
ご
ろ
）

（
瓢
）
立
川
昭
二
『
生
と
死
の
美
術
館
」
二
○
二
’
二
○
七
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
二
○
○
三
（
平
成
十
五
年
）

（
犯
）
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
「
『
曲
直
瀬
玄
朔
の
著
作
の
諸
問
題
ｌ
「
山
居
四
要
抜
粋
」
「
済
民
記
」
は
玄
朔
の
著
作
か
ｌ
」
」
「
日
本
醤
史
學
雑
誌
」
、

五
○
巻
四
号
‘
五
四
七
’
五
六
八
頁
、
二
○
○
四
（
平
成
十
六
年
）

（
調
）
真
柳
誠
「
や
み
の
医
術
ｌ
鳩
烏
ｌ
実
在
か
ら
伝
説
へ
ｌ
」
神
奈
川
医
学
会
雑
誌
」
二
二
巻
四
号
、
二
○
一
’
二
○
三
頁
、
一
九
九
五
（
平
成
七
年
）

（
型
）
竹
内
照
夫
「
春
秋
左
氏
伝
，
上
」
（
「
全
釈
漢
文
大
系
」
第
四
巻
）
、
一
六
六
頁
、
集
英
社
、
東
京
、
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
年
）

（
弱
）
真
柳
誠
「
鳩
烏
ｌ
実
在
か
ら
伝
説
へ
」
、
山
田
慶
兒
編
「
物
の
イ
メ
ー
ジ
ー
本
草
と
博
物
学
へ
の
招
待
』
、
朝
日
新
聞
社
、
東
京
、
一
五
一
’

一
八
五
頁
、
一
九
九
四
（
平
成
六
年
）

（
調
）
器
洞
口
匡
日
冨
呂
臼
里
里
．
》
霞
エ
○
日
。
ｇ
耳
蝕
ｇ
ｏ
８
ｘ
旨
冒
吾
の
鴨
ロ
５
国
８
言
二
“
○
房
目
８
－
号
許
口
の
の
冒
匡
ａ
処
・
零
．
牌
一
ｇ
ｏ
①
画
拐
恥
忌
や
曽
兵
ら
褐
）

（
釘
）
真
柳
誠
「
鵤
烏
ｌ
実
在
か
ら
伝
説
へ
」
、
山
田
慶
兒
編
「
物
の
イ
メ
ー
ジ
ー
本
草
と
博
物
学
へ
の
招
待
』
一
五
一
’
一
八
五
頁
、
朝
日
新
聞
社
、

（
釘
）
真
柳
誠
「
鵤
烏
ｌ
実
在
か
ら
仁

東
京
、
一
九
九
四
（
平
成
六
年
）

（
犯
）
宮
崎
正
夫
「
鵤
毒
に
つ
い
て
」
「
薬
史
学
雑
誌
」
、
一
八
巻
二
号
、
一
○
一
’
一
○
六
頁
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）

（
胡
）
『
神
農
本
草
経
』
（
森
立
之
輯
、
松
本
一
男
編
）
影
印
部
、
七
二
’
七
三
頁
、
昭
文
堂
、
東
京
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
年
）

（
棚
）
赤
松
金
芳
「
和
漢
薬
」
、
八
○
二
頁
、
医
歯
薬
出
版
、
東
京
、
一
九
七
○
（
昭
和
四
十
五
年
）

（
狐
）
難
波
恒
雄
「
原
色
和
漢
薬
図
鑑
』
（
下
）
、
二
八
七
頁
、
保
育
社
、
大
阪
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）

（
蝿
）
入
江
正
雄
「
詰
謀
記
事
」
、
十
、
三
五
’
三
六
葉
、
一
七
七
三
（
安
永
二
年
）
、
高
知
県
立
図
書
館
蔵



松岡尚則･l1l下幸一・村崎徹：文禄の役(壬辰の乱)における日本、朝鮮、明医学の交わり2"

資
料
１

経
東
（
き
ん
と
ん
）
が
事
姜
に
経
東
と
て
、
そ
の
頃
朝
鮮
に
隠
れ
な
き
名
医
も
、
捕
ら
わ
れ
て
土
佐
国
へ
ぞ
渡
り
け
る
。
嘗
て
朝
鮮
に
在
り
し

時
は
、
「
洞
を
癒
や
し
、
滴
を
起
こ
し
、
人
を
活
か
す
こ
と
若
干
に
し
て
、
誠
の
国
の
宝
な
り
」
と
諸
人
挙
っ
て
悦
び
け
り
。
経
東
当
国
へ
来
た

り
一
年
程
は
、
病
を
治
す
け
れ
ど
も
少
し
の
効
な
く
、
人
を
殺
す
こ
と
甚
だ
多
し
、
国
人
共
、
「
異
国
に
も
か
か
る
盲
医
も
有
り
け
る
よ
」
と
、

上
下
男
女
笑
ひ
け
れ
ば
、
経
東
大
き
に
恥
ぢ
且
つ
患
へ
て
、
暫
く
籠
居
し
て
明
け
暮
れ
是
を
案
じ
け
る
が
、
一
時
、
朝
鮮
・
日
本
土
地
同
じ
か

ら
ず
、
人
も
又
異
な
る
事
を
悟
り
て
、
そ
の
後
は
一
度
も
薬
剤
を
誤
る
事
な
く
、
終
に
そ
の
名
を
高
く
成
り
け
る
と
ぞ
聞
こ
え
し
。
伏
見
へ
も

召
し
上
げ
ら
れ
、
経
験
の
功
を
顕
は
し
け
れ
ば
、
京
都
に
も
外
に
ま
た
医
工
無
き
が
如
く
な
り
し
か
ぱ
、
そ
の
頃
の
大
医
深
く
是
を
憤
り
、
饗

応
を
設
け
経
東
を
請
じ
入
れ
て
、
鵤
毒
を
進
め
た
り
。
経
東
是
を
食
し
て
、
そ
の
鵤
毒
な
る
事
を
知
り
て
言
ひ
け
る
は
、
「
是
程
の
毒
を
ば
忽
ち

解
す
る
事
は
い
と
易
し
、
さ
れ
ど
も
今
死
せ
ず
ん
ば
必
ず
刀
刃
の
難
遁
る
べ
か
ら
ず
。
如
か
じ
、
今
死
せ
ん
に
は
」
と
て
、
懐
中
よ
り
四
寸
四

方
ば
か
り
の
一
つ
の
書
籍
を
取
り
出
だ
し
、
「
こ
れ
万
民
を
救
う
の
書
な
り
と
い
へ
ど
も
、
日
本
人
に
伝
ふ
る
は
遺
恨
な
り
」
と
て
、
火
の
中
へ

投
げ
入
れ
焼
き
捨
て
、
そ
の
身
も
程
な
く
死
し
た
り
け
り
。
華
陀
が
獄
中
に
一
巻
の
書
を
焼
き
た
り
し
を
思
ひ
合
は
せ
て
浅
ま
し
き
。
掴
も
彼

の
経
東
が
医
功
の
妙
を
伝
へ
聞
く
こ
と
不
思
議
な
れ
。
中
に
も
、
土
佐
国
に
一
人
の
婦
人
懐
妊
す
。
経
東
そ
の
脈
を
診
し
て
申
し
け
る
は
、
「
こ

の
子
は
男
子
な
り
、
生
ま
れ
て
三
歳
の
時
必
ず
癩
疾
を
病
む
べ
し
。
今
よ
り
し
て
薬
を
服
せ
ぱ
そ
の
患
ひ
を
免
る
べ
し
。
然
ら
ず
ん
ば
永
く
治

す
べ
か
ら
ず
」
と
申
し
け
れ
ば
、
そ
の
夫
是
を
聞
き
て
大
き
に
腹
を
立
て
、
「
昔
の
扁
鵲
・
淳
子
意
な
ど
言
ふ
神
仙
さ
へ
、
左
様
の
例
し
は
無
し
。

ま
し
て
こ
の
頃
の
医
師
如
き
に
、
か
か
る
妙
の
あ
る
べ
き
様
な
し
」
と
ぞ
怒
り
け
る
。
諸
人
笑
い
旬
る
こ
そ
尤
も
な
り
。
そ
の
後
右
の
婦
人
平

産
す
、
果
し
て
男
子
な
り
。
そ
の
年
も
暮
れ
明
く
る
夏
の
頃
、
小
児
何
と
な
く
色
白
く
死
灰
の
如
く
成
り
し
か
ば
、
い
か
な
る
事
や
と
怪
し
む

所
に
、
三
歳
の
春
よ
り
、
経
東
が
言
へ
る
如
く
癩
疾
顕
は
れ
た
り
。
父
母
大
き
に
驚
き
嘆
き
、
急
ぎ
経
東
を
招
き
薬
を
求
む
れ
ば
、
経
東
申
し

け
る
は
、
「
癩
風
は
天
刑
の
病
、
隠
陽
粛
殺
の
気
の
成
す
処
な
り
。
容
易
に
治
す
べ
か
ら
ず
。
然
り
と
言
へ
ど
も
胎
中
い
ま
だ
病
ま
ざ
る
先
に
於

て
は
猶
治
す
べ
し
。
今
生
ま
れ
下
し
て
病
既
に
成
る
。
薬
力
の
及
ぶ
処
に
非
ず
」
と
言
い
捨
て
て
去
り
ぬ
。
そ
の
後
こ
の
子
幾
程
な
く
死
せ
り
。

又
或
る
人
の
娘
五
六
歳
の
時
、
左
の
足
の
踵
痒
き
事
言
ふ
ぱ
か
り
な
し
。
爪
を
立
て
て
掻
き
け
る
所
に
、
皮
膚
よ
り
小
さ
き
白
き
石
出
で
た
り
。

父
母
驚
き
経
東
に
見
せ
け
れ
ば
、
「
こ
の
石
今
一
つ
必
ず
出
づ
く
し
」
と
言
う
。
案
の
如
く
日
を
経
て
又
一
つ
出
で
た
り
。
父
母
こ
の
由
を
経
東

に
申
し
け
れ
ば
、
「
こ
の
石
、
内
に
有
り
て
肩
を
越
し
た
る
時
は
不
治
の
病
と
な
る
。
こ
の
石
出
で
た
る
事
長
命
の
相
な
り
。
九
十
ま
で
は
病
有

土
佐
物
語
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る
ま
じ
き
ぞ
」
と
申
し
け
る
が
、
果
し
て
一
生
の
内
無
病
に
し
て
、
九
十
余
に
て
死
し
た
り
。
か
様
の
不
思
議
多
し
。
経
東
常
に
言
ひ
け
る
は
、

「
当
国
に
よ
き
人
参
有
り
」
と
て
、
大
き
な
る
丸
合
羽
を
着
て
山
野
に
出
で
、
草
む
ら
に
座
し
て
合
羽
の
内
に
て
是
を
取
り
、
葉
を
ば
人
の
見
ぬ

所
へ
捨
て
た
り
し
と
か
や
。
あ
は
れ
親
炎
し
て
是
を
学
び
ば
、
い
か
に
医
工
を
和
朝
に
伝
え
残
す
べ
き
も
の
を
。
邪
な
る
妬
み
故
無
法
の
死
を

与
へ
て
、
天
下
の
宝
を
失
ひ
け
る
こ
そ
う
た
て
け
れ
。
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TheAssociationbetweentheMedicalArtsofJapan,Korea,andMing
DynastyChinaduringToyotomiHideyoshiIsWar

TakanoriMATSUOKA,KoichiYAMASHITA,ToruMURASAKI

TraditionalKoreanmedicine'spronouncedimpactonJapancameaboutasaresultof

ToyotomiHideyoshi'swaronKoreainthelatel6thcentury.TheinnuencesofKoreanmedi-

cineonJapanwerecausedbytheintroductionnotonlyofalargenumberofmedicalbooks

printedintheYidynastyandthetechniquesofpublicationbutalsothoseofthepeopleoftal-

ent.WeresearchedonedoctorwhocametoJapanduringthewaroftheBunrokuperiods.

ThenameofthedoctorwasKintokuho.HelearnedmedicinefromaChinese,Unkai(YunHai).

Hecausedtheiatrogenicdiseasesinthefirstyearandsohechangedhismedicalprescription

tofitJapanese.Afterthis,histreatmentproducedacurativeeffect.Afterhisdeath,hisartof

medicinewaspassedontohispupils.


